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宫本 百合 子 



今日 も 雨 だ。 雨樋が タン タン タラ • タラ タラ 鳴って 

いる。 ここ (那須 温泉) では 殆ど 一日置き 位に 雨が 降 

る。 雨の 日 は 広い 宿屋 じゅうが ひっそりして、 廊下に 

出る と、 木 端葺き の 湯殿の 屋根 から 白く 湯気 の 立ち 騰 

るの や 崖 下の 渡 廊下 を 溜 塗りの 重ね 箱 を か つ いだ 束髪 

の 菓子 売りが、 彼方の 棟へ 渡って 行く のな どが 見える。 

私の 部屋 は 四 階の 隅 だ。 前の 廊下 を 通る 者 はなく、 こ 

うやって 座って いても、 細い 鉄の 手摺り 越しに 遙か目 

の 下に 那須 野が 原まで 垂れた 一 面の 雨空と、 前景の 濃 

い 櫓の 若葉、 一本の 小さい 煙突、 よその 宿屋の 手摺り 

にかかった 手拭な どが 眺められる。 濡れて 一段と 美し 



ませ 始める。 —— 五月の 緑の 間に 咲く 白い 花 を 私 は 愛 

する。 東京 を 立って 来る 前、 隣リの 花園で 梨の 花が 咲 

いた。 もう 葉桜 だ。 その 木の間が くれに 見える 白い 梨 

花、 春の 嵐が 来て 空 は 今にも 大雨 を 降らし そうな 鉛色 

で 鈍く 暗く、 光る。 その 下にね つと リ 白く 咲く 梨の 花 

の 調子 は、 不安な ポプラの 若葉の 戦ぎ と 伴って、 一 つ 

の 音楽 だ。 熱情 的な 五月の 音楽 だ —— 何 の 花 だ ろ う。 

何の 花だろう。 朝起きる とその 木 を 見る。 女中に 訊い 

て も 樹の名 を 知らぬ (大体、 田舎で も 樹木の 名な ど 知 

ら ない 人が 多 いのは 意外 だ。 却って 田舎の 人が 自然と 

絶縁して 暮 している) 或る 朝、 ところが、 一番 日当り 



光りに 浸された 原野の 真上のと ころに、 一 一流れ 黒雲が 

あった。 細く 長く、 相対して 二 頭の 龍が 横 わって いる 

通り だ。 左手の 黒 龍の 腹の 下に 一 点 曇りな き 月が 浮か 

んで いる。 やや 小ぶ りな 右手の 龍が、 顎 を ひらき、 そ 

の 月 を 欲して 咬み 合う 勢 を 示した。 左手の 龍 は 憤り、 

ド ー ッ • ド— ッ 風の 吹く 毎に 体 を 太く 太く 膨ら かして 

来る。 南方に 八 溝 連山が 鮮やかに 月明に 照され つつ 

時々 稲妻 を 放つ。 その 何 か 奇異な 深夜の 天象 を、 花 は 

白く 満開の まま、 一輪 も 散らさず、 見守って いる。 I 

この 花ば かりで はない。 第一 に は 若葉の ひろがりに 



しても そうだ。 この 山 名物の つつじに しても そうだ。 

北方の 春 は 短 かく 一時に 夏 景色になる わけなのに、 こ 

の 高原で は、 すべて 徐々 に、 すべて 反覆しつつ、 追々 

夏に なって 来る。 東京で 桜が 散った 後 は、 もう 一雨で 

初夏の 香が 街頭に 満 つが、 ここで は、 こうやって 今日 

一 日 降り くらす、 明日 晴れる、 翌日 は 又 雨で、 次の 日 

晴れる —— ああ、 何 か 一種 異様の 愛着 を もって 自然が 

推移す るの だ。 それ 故、 一 月 近くいて 見る と、 ここ を 

去る のが 変にの こリ 惜しい。 いっか 四周の 自然に 暗示 

されて、 何 か 見るべき ものの 終り を 見ずに 去る ような 

感情 さえ 起させる の だ。 こんな こと も、 XX 屋 主人に 



とっての 何と 天恵であろう！ この 宿に は 一年 以上 滞 

在す る 客が 珍しくな いという こと だ。 本当に、 活動 か 

ら遠 のく 不安 さえ 感じなかったら、 この 自然と ともに 

根気よ く、 一年で も 二 年で も 落 付いていられる だろう。 

硫黄泉の ききめば かりで はない。 XX 屋 X 太 郎君が、 

櫓 木立の 奥の 温泉 神社へ 「報 神 恩」 という 額 を 献納し 

たの も、 当 を 得た こと だ。 然し (山の 神様 笑いながら 

仰 云った。 この 額 はちつ と 手軽る すぎる ね)。 

東京から 一人 新しい 連れが 加ったり したので、 十六 

日の 快晴 を 目が け、 塩 原まで 遠乗りした。 緩く り 一 時 



のか、 それとも 一 つの 幻像 か。 自分が 椽 近く 座って い 

る、 その 位置の 知覚が 妙に 錯倒 する 心 持が した。 金色 

夜叉の 技巧的 美文が 出来ざる を 得ない 自然 だ。 II 都 

会 人の 観賞し 易い 傾向の 勝景 憎ま れロを 云えば、 

幾らか 新派 劇的 趣味 を 帯びた 美観 だ。 小 太 郎ケ淵 附近 

の楓の 新緑 を 透かし 輝いて いた 日光の 澄明 さ。 

然し、 塩 原 は 人 を 飽きさす 点で 異常に 成功して いる。 

どんな 一 寸 した 風 変り な 河原の 石に も、 箒 川に 注ぐ 瀧 

にも、 すべ てに 名所ら しい 名称が あ つて、 そこに は 一 々 

立札が 立って いると いうの は、 何と 五月 蠅 いこと であ 

ろう。 塩 原 温泉 組合 は、 遊山 人の ために 何 一 つ 発見す 



だ。 芸人の 投票 を 昔 小 新聞が したよう に、 投票者が 実 

在しても しないでも よい、 数 さえ あれば —— つま リ運 

動 費が 最後の 勝 を 占める という 風な やり方 は、 果して 

ど れ だ け 意味が ある ことだろう か。 新聞 の 広告 法 だ 。 

同時に それぞれの 地方の 或る 程度の 宣伝に はなる が、 

この こと を 目撃し、 助力した 多くの 青年、 少年 達 は、 

投票と いう ことに 対して、 どのような 観念 を 得る か。 

時代 は 投票の 純潔 さ を 益々 必要と する のに、 実際 は、 

公 機で あるべ き 新聞が 先棒で その 逆が 勝利 を 占め る マ J 

と を 実地 教訓す る。 —— これ は 一 つの 苦々 しき 滑稽 だ。 

新聞が、 いかに 理想 低き 一 営業に 過ぎない か を 表白し 



ている。 この 精神的 影響の 上に 数万 円の ハガキ 代と、 

運動費、 夥しい 労力の 消耗との 結果、 新たに 八つの 俗 

地が 提灯持ち 的に 紹介され るに 過ぎず、 結局 日日 新聞 

の 広告が 全国的に 最も 有効に 行われた 事実に 帰着す る 

のみ だとす ると、 抜け目なき 脳味噌よ、 悪魔に 喰 

われろ 〔# 「悪魔に 喰われろ」 に ルビ r と 云いたい 

ような 気がする ことで はな いか。 

サイコロ ジ— + ォヴ . アド ヴァ タイズ メント 

広告 心理 研 究の、 これ は、 積極的 手段の 一例、 

愛郷心 及 営利 心 を 利用す る 方法の 実例と して 好 箇のも 

ので あるに 違いない。 —— 
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